
整備方針・方策が際立つように
全体の構成を修正
（太枠で囲み、４つ視点は方針の中に入れ込む）

委員からのイメージしにくいとの意見から
「方策（案）」と「意見の整理」の項目は
具体性を補うように修正

・地域資源を大切にうまく活用した学校

地域への

安心して安全に利用できる学校

耐久性が高く

・自然エネルギーを活用し、効果的な断熱、省エネ設備の導入による環境負荷の低減

・眺望、通風、採光を確保し、まちや自然を感じられる学校

・50年、60 年先を見据えた学校

学校
02『一人ひとりが、多様な学び方ができる学校』

、心地よく健やかに

01『生徒一人ひとりの顔が見え、交流と安心が生まれる学校』

学び、

共に

メディアセンター（図書）

（共用の学びスペース）

これまでの検討

＜新旧対照資料＞

・メディアセンターを中心に、教室・コモンズ・校庭など、
　学校全体のあらゆる空間が学びの場

（包括的な）

03『歴史・産業・人の営みを活かし、未来につなぐ学校』

03『いつもの安全、もしもの安全を備えた防災拠点となる学校』

01『自然と調和した持続可能な学校』
可変的で

一人ひとり

資料５

花村 和也
長方形


